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１－１ 学校の概要

 
FAX  

1200 086-462-1661 FAX 086-463-0223 
 

     

  
    

   
  125 5 154 64 5 118 45 5 397 15

      
1 1 1 42 5 1 20 7 1 2 81

          
 

１－２ 研究開発課題

次代の科学技術を担う女性研究者としての基盤育成をめざした教育モデルの構築と 
 成果普及・地域連携の強化による、科学技術分野における男女共同参画の推進 
 

１－３ 研究開発テーマと実践内容

18

 
25  

 

 
 

 

ESD
 

 
ESD  
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25  
実 践 内 容 テーマ 対  象 実施時期

【学校設定科目】   
「生命科学基礎」 Ⅰ－ａ 生命科学コース１年 １単位 
「生命科学課題研究」 Ⅰ－ａ 生命科学コース２年 ２単位 
「生命」 Ⅲ－ｃ 生命科学コース２年 ２単位 
「自然探究Ⅰ」 Ⅲ－ｂ 生命科学コース１年 １単位 
「自然探究Ⅱ」 Ⅲ－ｂ 生命科学コース２年 １単位 
「自然探究Ａ」（ボルネオ研修） Ⅱ－ｂ 生命科学・文理コース１・２年 １単位 
「数理科学課題研究」 Ⅰ－ａ 文理コース２年 ２単位 
「物質科学課題研究」 Ⅰ－ａ 文理コース２年 ２単位 
「発展科目」 Ⅲ－ｃ 文理コース２年 ２単位 
「実践英語（科学英語）」 Ⅱ－ａ 生命科学コース１～３年 各１単位 
【教材開発】   
 理科教材開発 Ⅲ－ａ 生命科学・文理コース、中学生 年間 
 ＥＳＤ教材開発 Ⅱ－ｃ 生命科学・文理コース 年間 
【体験型実習】   
生命科学実習 Ⅲ－ｂ 生命科学コース１年 土曜日等,年３回程度
研修旅行 Ⅲ－ｂ 文理コース２年 10月上旬 

【キャリア教育】   
 理系女子大学院生との交流会 Ⅴ－ｂ 生命科学コース１・２年 ８月中旬 
 理系女子研究発表交流会 Ⅴ－ab 生命科学・文理コース、中学生 10月下旬 
【科学系クラブ、中高連携】   
 生物部 Ⅰ－ｂ 生命科学・文理コース、中学生 放課後、土曜日等
科学部 Ⅰ－ｂ 生命科学・文理コース、中学生 放課後、土曜日等
中学校理科課題研究 Ⅰ－ｂ 併設中学校３年 年間 
中学校数学課題研究 Ⅰ－ｂ 併設中学校３年 年間 

【研究発表】 
科学ｺﾝﾃｽﾄ・学会での発表 

 
Ⅰ－ｃ 生命科学・文理コース、中学生

 
年20回程度 

【成果普及・社会連携】 
理数教育研究会・成果発表 
理系女子研究発表交流会

 
Ⅳ－ｂ 
Ⅴ－ab

県内外の教員 
SSH等の女子生徒、教員、一般

 
年３回 
10月下旬 

科学教室 Ⅳ－ａ 地域の児童生徒・一般 年６回程度 
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SSH
 

 
【研究テーマ 】 女性科学研究者として必要な基盤を育成する教育プログラムの開発
【研究テーマ 】 国際的な視野と語学力を持った科学技術人材を育成する持続発展教育（ESD）プロ

グラムの開発
【研究テーマ 】 女子生徒の科学的素養を育成する探究・体験型学習プログラムの開発
【研究テーマ 】 理数好きな子どもの裾野拡大をめざした地域連携の推進
【研究テーマ 】 大学・研究機関等と連携した女子生徒の理系進路選択を支援するキャリア教育の推進
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３－１ 生命科学基礎

 
 

 
 

１
学
期

コンピュータと情報処理
コンピュータとインターネットのしくみ
表計算による数値処理 1

デジタルカメラと記録保存 2

２
学
期

レポート作成実習
大学での実験実習のレポートを作成
プレゼンテーション実習
蒜山での野外実習内容のプレゼンテーション
の作成と発表
画像と表現
写真を用いた表現課題に取り組み、立正大学
地球環境科学部主催の高校生地球環境科学写
真賞へ応募

３
学
期

科学技術研究を知る（全６回） 3

(1) 津田良夫先生（国立感染症研究所）
(2) 渡辺伸一先生（福山大学）
(3) 岩尾康宏先生（山口大学）
(4) 佐藤伸先生（岡山大学）
(5) 伊藤敏幸先生（鳥取大学）
(6) 富岡憲治先生（岡山大学）

1 Microsoft Excel

 
2

 
3

 
 

 
 

 
 

 

 
3

 

 
 

 

 

知識

研究体験

大学連携型課題研究の 

充実 
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３－２ 生命科学課題研究

 
 

 

 

 

 

 

 

 
(1)  

(III)

 
(2)  

 
 

(3)  
2013.10.26   

 
2013.10.27 52  

 
2013.11.3 10  

 
2014.1.26 25

 
2014.2.1   14  

 

 
(1)  

(2012)

 

 
(2)  

 

 
 

(3)  
2013.5.11  

2  
2013.9.15 77

 
2013.10 57  
2013.10.26 5

 
2014.1.26 25  

 
2014.3.15  61

 

知識

研究体験

大学連携型課題研究の 

充実 
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2014.3.20  55
 

 
(1)  

25 2013

 
7

2013

 
1

 
(2)  

1
2

3 3

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(3)  

 
2013.5.11  

2  
2013.8.7~8  25

 
2013.9.8 29 2013

 
2013.9.28  84

 
2013.10.26 5

 
2013.11.10

2013  
2014.3.15  61

 
 

2013.5.11  
 

2013.10.26 5
 

2014.3.15  2014  
 

2013.11.3  10  
2013.10.26 5

 
2014.1.11  96

 
2014.3.15  61

 
 

 
3
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３－３ 数理科学課題研究

 
 

 
(1)  

 

 
(2)  

 

 
(3)  

 

 

 
(4)  
2013.7.27   2013

 
2013.7.31   

 
2013.9.8    2013

 
2013.10.26   

 
2013.11.10 JST  
2014.1.26 25  

 

 
 

 

 
80

 
 

 
20

 

知識

研究体験

大学連携型課題研究の 

充実 
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３－４ 物質科学課題研究

 
 

 
(1)  

1
2

 
10

 
10

 
6  

(2)  

 
(AsA)

AsA

 

 
AsA

 

 

 

 

 
(3)  
2013.10   57   
2013.10.26   

 
2013.10.27 52  

 
2013.12  8  

2014.1.26 6
 

2014.3.20  55
 

 
 

 

 

 

 

 
22

 
 

 

 

知識

研究体験

大学連携型課題研究の 

充実 
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３－５ 中学校課題研究

10

 
 

 
(1)  

9 10

 
 

3A  
3B  
3C  

(2)  

 
 

 
 

 

 
(3)  

 
2013.10   57   
2013.10.26   

 
2013.12 8  
2013.12.23 2013in

 
2014.1.26 6

 

 

 

 

11
4

7 5

80%
 

 
 

 

知識

研究体験

併設中学校生徒への 

課題研究指導 
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３－６ 学会等発表

 
 

 
25  

 
 

25 28

23 25
3

 
25

 
 

 

知識

研究体験

理数系コンテスト・学会 

での発表実績の向上
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３－７ 実践英語（科学英語）

 
 

18

21

1 2
 

 

 

 

知識

研究体験

科学英語のカリキュラム 

開発 



14 
 

(2)  
 

 
 

 
 

 
 

 
(3)  

25 6 23 13 40 14 30  
 2 22  

 
 

 
 
 

The introduction of the new prenatal diagnosis 
test is justified.  

 

 

 

80
 

 
2 25

3

2 12 SSH

 

 
3

1
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３－８ 自然探究Ａ

 
 

 
18

Global 
Generation Programme
23 6

9 10

 
(1)  

 
 

SSH  
 

(2)  
日次 月日(曜) 行     程

１
3/25 
（月）

クアラルンプール経由、コタキナバルへ
着後、宿舎へ

２
3/26 
（火）

サバ大学熱帯生物保全研究所
博物館・水族館見学、大学生との交流

３
3/27 
（水）

サバ大学での講義（生物多様性、自然環境
の保持、伝統文化等）、生徒の課題研究発表

４
3/28 
（木）

サバ大学プログラムによるフィールドワーク
（マングローブ林観察、植林体験）

５
3/29 
（金）

サバ大学プログラムによるフィールドワーク
（キナバル山麓観察、ポリン温泉森林観察等）

６
3/30 
（土）

サバ大学プログラムによるフィールドワーク
（マヌカン島・サピ島自然公園観察）

7
3/31 
（日）

サバ大学プログラムによる講義、実習
コタキナバル市場・水上村・モスク見学

8
4/1 
（月）

クアラルンプール経由、ジョホールへ移動
フセイン・オン大学との交流会

9
4/2 
（火）

マングローブ林観察
ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙより空路、帰国の途へ

10 
4/3 
（水）

ＪＲにて岡山へ

 
 

 

 
 

 

77 92

 

 

 

知識

研究体験

海外研修プログラムの 

開発 
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３－９ スカイプミーティング

ESD  
 

 
24 2

RCE
OPEDUCA Project

13
18 WereDI  

1 4/10  15:30 16:15 8:30 9:15  
 

2 12/9  15:30 16:15 8:30 9:15  
 WereDI

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
2

ESD
 

 
 

1
 

 
 
 

３－１０ 学校ビオトープ 

 

2012 9

 

2013

 
 

 

 

24

(NT)

 

 

知識

研究体験

国際的な視野を育成する 

ＥＳＤ教材の開発

知識

研究体験

国際的な視野を育成する 

ＥＳＤ教材の開発
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３－１１ 理科教材開発

 

 
 

 
(1) 3  
校時 テーマ・指導内容
1 課題研究という概念、実験方法の考え方

2
緒言を考えよう：「人文科学」「社会科学」「自然科
学」の中から自分の興味を持ったテーマでエントリ
ーシートを作成させる。

3
クラステーマの決定：自然科学分野の中から、教員
がいくつかに絞ったテーマの中から選ばせる。

4

実験１回目：前時にある程度の実験方法を生徒と一
緒に考える。実験の１回目の準備は教員が行う。生
徒は実験を行いデータを集める。実験を行い、理科
係を中心に次回の実験方法をクラスで考えさせる。

5

実験２回目：論文作成に向けてクラス代表を決め、
クラス代表を中心に追実験やデータの考察を行う。
データ集計と考察：指導内容：Excel の使い方。平
均値、標準偏差(標準誤差)、対照実験の概念の指導。

(2) 2  

 
校時 テーマ・指導内容

1

混合物の分離法と分析法の検討：生徒のグループ討
議を盛り込んで、次の４点を順番に確認していく。
①混合物の分離方法 ②金属陽イオンの確認方法
③陰イオンの確認方法 ④炭素間不飽和結合の確認方法

2

分離・確認・同定を実験で実施：1 校時に検討した
方法によって、実験で各物質の分離・確認をする。
さらに、不足している情報を「ヒントカード」とし
て順次生徒に与え、脂肪族有機化合物の構造を、分
子模型を手にとことん試行錯誤させて推測させる。

 
 

(1)  
1

2 1

 
(2)  

2

 

  

  

 

 

知識

研究体験

新学習指導要領に対応した

理科の教材や指導方法の開発
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３－１２ 生命科学実習

TA

 
 

 
18

3
3

TA  
1 6/15  

 
 

 
 

 
  
2 10/5  

 
 

 
 

3 12/21  
 

 

 

 
 

3 1 90%

 

 

 
12 SSH 1

65%
15% 80%

 

 

1
80

 

 

 
 

 
8

2

 

知識

研究体験

観察や実習を活用した体験型

学習プログラムの開発
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３－１３ 自然探究Ⅰ

 
 

 
18

TA
TA

23
 

7/29 8/2 [4 5 ] 
 

 
 

7/29 
1日目

・講義「蒜山の自然」、「野生生物との出会い」

・女子大学生による研究紹介

7/30 
2日目

・樹木識別実習・林業体験（ヒノキの枝打ち）

・ジャングルジムから森林観察

・樹木識別確認テスト

7/31 
3日目

・樹高・樹齢測定実習・ツリークライミング

・森林プロット内毎調査①

8/1 
4日目

・測定データの解析①

・森林プロット内毎調査②

・女子大学生による研究紹介

8/2 
5日目

・測定データの解析②

・火入れ跡地の植生の観察

 

4

5  

 

 
 

4 5

90%  

知識

研究体験

観察や実習を活用した体験型

学習プログラムの開発
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70%
 

 

  

12 1
7

65%  

 

 

12

1
60

 

 
 

 

8

1

96

 
 

 

A
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３－１４ 自然探究Ⅱ

 
 

 
(1)  

1999

1999 2000
2001

2001 2002
2003

2003

2006

3 4 4 5

 
(2)  

2013 10 1 5
6

5 6 6
 

１
日
目

（岡山空港 那覇空港 慶佐次湾へ）

実習 1：慶佐次湾のヒルギ林で生物観察

（ やんばる学びの森へ）

講義 1：琉球列島の生物地理と生物相

講義 2：オオコウモリに学ぶ生物学

２
日
目

実習 2：捕虫観察実習

実習 3：森林生物観察実習

実習 4：夜間森林生物観察実習

３
日
目

（ 沖縄科学技術大学院大学へ）
講義 3：女性研究者の講演 1
講義 4：女性研究者の講演 2
（ 美ら海水族館へ）
実習 5：水族館見学
（ 慶佐次湾へ）
実習 6：シーカヤックからヒルギ林観察

４
日
目

（ 琉球大学熱帯生物研究センター瀬底研究施設へ）
講義 5：沖縄のサンゴ礁
実習 7：サンゴ観察実習
講義 6：地球環境と人間

５
日
目

（ 沖縄こどもの国へ）

講義 7：沖縄の生物とヘビ

 

知識

研究体験

観察や実習を活用した体験型

学習プログラムの開発
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 1 4 1  
 1 4 2  

 3  
                  4  

 5 7  
 6  

 
 

 
5 1
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３－１５ 生命

 
 

 
3

1  
 

 
10

5 1 5

1 4

40 50
80 90

 

 
 

 
 

 

  1 25

 

知識

研究体験

大学や連携機関と連携した 

科学教育プログラムの開発
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３－１６ 科学教室

2011 3
2

 
 

 

2

 
(1)  

 
 

10:00 12:00 
3 6  
9 22  

12 22  
1 12  
2 9  

(2)  
 

10:00 12:00 
 

11 10  
3 16  

(3) in  
 

11 4   10:00 15:00 
 

(4)  
 

3 8   10:00 15:00 
  

 

 
(1)  

3

2013

3
2

 
(2)  

14 3

1.0 0.5
0 -0.5 -1.0

25

 

 
 

 

-0.2
-0.1

0
0.1
0.2
0.3
0.4
0.5
0.6
0.7
0.8

知識

研究体験

地域の児童生徒・市民対象

の科学教室の開講
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３－１７ 第４回中高連携理科教材研究会

SSH

 
 

 
25 11 23 4

26  

 
3 

 
1

C
 

2 
 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

知識

研究体験

地域の小中高教員対象の理数

教育研究会・授業公開の開催
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３－１８  集まれ！理系女子 第5回女子生徒による科学研究発表交流会

 
 

 
25 10 26 10:30 16:10 

 
1 2 40  

 
10:40 11:30 

 
 

11:45 12:30  
13:30 14:15  
14:15 14:45  
15:00 15:50 

 
 

307 212 95  
24 75  

 

 

 

 

5 300
14 24

1
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３－１９ＩＲＩＳ    （理系女子大学院生）交流会の開催

 
 

 
23

3  
25 8 21 22  

1  
2  
 

１
日
目
 

・食品中の細菌の染色実験 
細菌を扱う特別な実験室で IRIS の女子大学院生
のサポートで実験。 

・動物病院の見学 
2 グループに分かれて、施設や診察の様子を見学。

２
日
目
 

・英語ディベートの学習 
 小グループに分かれて即興型ディベートの実践
練習。ジャッジとサポートに府立大学生が参加。
・女子大学院生との交流会 

 

 
 

 

 

 

80%

1
80%

11 3 7
2 1

 
 

 
1 2

2 2
2

1 2
1 2

1
11 2 3 3

 

知識

研究体験

大学・研究機関等と連携した

理系女子対象キャリア教育

プログラムの開発
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３－２０ 平成25年度SSH研究成果発表会

SSH
SSH

 
 

 
10 25 9:30 12:40 
 

(1) SSH  
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４－１ 生徒の変容
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1
 

経験者 未経験者

情報収集力 56.6 53.7 

情報分析力 50.8 49.7 

課題発見力 57.3 51.0 

構 想 力 57.1 52.7 

総   合 57.5 52.1 
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４－２ 卒業生の変容
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４－４ 教職員の変容      ４－５ 大学、連携機関等
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５－１ 研究開発実施上の課題

24 2 25 3
 

24年度終了時の課題 25年度の改善策

平
成
24
年
度
・
２
年
次

終
了
時

研究テーマⅠに関して
中高連携による課題研究の充実。

研究テーマⅡに関して
国際連携の充実。
ESD教材の開発。

研究テーマⅢに関して
新学習指導要領に対応した指導方法の

開発。

研究テーマⅣに関して
科学教室の有効活用と地域連携の充実。

研究テーマⅤに関して
女性研究者と連携した理系女子キャリ

ア教育プログラムの開発

研究テーマⅠに関して
新規事業として併設中学校において、数学の
課題研究を開始した。

研究テーマⅡに関して
ユネスコスクールとの連携事業と校内ビオト
ープの教材化を開始した。

研究テーマⅢに関して
併設中学校における理科探究活動の指導モデ
ルの開発に取り組んだ。

研究テーマⅣに関して
児童・生徒および市民対象の科学教室を定期
的に開催し、科学教室の実験教材開発と生徒ス
タッフの育成に努めた。

研究テーマⅤに関して
理系女子研究発表交流会での女性研究者との
連携や、本校 SSH事業の卒業生との連携を充実
させた。
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５－２ 今後の研究開発の方向性と成果の普及 
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